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シナジーマーケティングについて 

■代表者：代表取締役社長 兼 CEO 谷井 等 
 
 

■ 創業：1997年9月 
 
 

■ 設立：2005年6月 
 
 

■上場市場：大阪証券取引所JASDAQ（証券コード：3859） 
 
 

■従業員数：193名（2012年12月末現在） 
 
 

■事業概要： 
CRM関連製品 ならびに サービスの企画・ソフト開発・提供 
CRM戦略構築支援 ならびに 各種CRM業務の代行 
各種オリジナルリサーチ業務 
広告・宣伝に関する企画・制作 および 広告代理業 
 
 

■沿革 
1997年 合資会社デジタルネットワークサービス（DNS）設立  
2000年 株式会社インフォキャストに改組 
2000年 インフォキャストを楽天に売却し、インデックスデジタル株式会社設立 
2004年 プライバシーマーク取得 
2006年 シナジーマーケティング株式会社に商号変更 
2007年 大阪証券取引所ヘラクレス（JASDAQ）に上場 
2010年 米国セールスフォース・ドットコムとクラウドサービス開発及び販売協業で業務・資本提携 
2011年 香港Radica Systems Limitedとアジア市場へのお客様の事業展開支援を目的に業務提携 

リンナイ株式会社様（2009年受賞） 
産学協同による顧客分析実験・モデル 

パナソニック株式会社様（2005年受賞） 
VOC（ヴォイス・オブ・カスタマー）モデル 

株式会社トヨタケーラム様（2007年受賞） 
リードプロセスモデル 

鳴海製陶株式会社様（2012年受賞） 

個客マーケティング実現モデル」  



●プロスポーツクラブ 
東京ヴェルディ1969フットボールクラブ 
楽天野球団 

 
●芸術・アミューズメント 
ナムコ 
森美術館 

 
●映像・ネットショッピングモール 
東映 
楽天 

 
●システム開発・プラットフォーム 
NTTスマートコネクト 
オービックビジネスコンサルタント 

●地方自治体 
生駒市 
大和高田市 

 
●金融・証券・保険 
大阪証券取引所 
常陽銀行 

 
●マスコミ・情報 
朝日新聞出版 
テレビ愛知 

 
●教育機関・人材 
神戸電子専門学校 
鶴見大学 

●電気機器 
パナソニック 
ローム 

 
●エネルギー 
関西電力 
コスモ石油 

 
●旅行・ホテル 
i.JTB 
ヒルトン・ワールドワイド 

 
●不動産 
コスモスイニシア 
野村不動産 

■あらゆる業種の企業様とお取引させていただいており、 

ご契約件数は約4,000件超。 
掲載許可をいただいているお客様の一部のみ掲載しております。（敬称略） 

■シナジーマーケティングは 

CRM分野でトップシェア。 
 

2012年 SaaS型CRM市場 主要ベンダーの売上高シェア 
（出典：ミック経済研究所 クラウドサービス市場の現状と展望2012年度版） 

 

●医薬・化学 
小林製薬 
ポーラファルマ 

 
●外食・食料品 
イートアンド 
伊藤ハム 

 
●百貨店 
阪急阪神百貨店 
三越伊勢丹 

 
●アパレル・小売 
赤ちゃん本舗 
三陽商会 

シナジーマーケティングについて 



EqualLogicが稼働するシステムについて 



EqualLogicが稼働するシステムについて 



業務課題・技術課題 

• 導入のきっかけはデータセンタ統合 

 

• サーバ台数、ラック本数削減 

 

• 下位機種（DELL・他社）での検証 

 

• EqualLogicかPowerVaultか 

 

• 将来的な拡張性 



導入初期のシステム構成 

• 仮想マシン数：120台程度 （仮想ホストは 4 台 / DELL R710） 

• IA系Linux系（CentOS, Redhat） 9 割程度 

• 本番系DB・ログ集約系以外、全て仮想化 

• 全仮想サーバをEqualLogicに搭載 

• 半年程度の期間で設計・実装 （デル社構築支援サービス利用） 

• EqualLogicが原因となる障害は稼働開始後 0 件 



現在のシステム構成 

• 現在は 7 台のEqualLogicを運用中 

• 全データセンタで 4 つの仮想環境を運用中 

• 本番環境、保守環境の全てを搭載 

• グループ運用時には RAID10 と RAID50 を組み合わせた 2 台 

のEqualLogicにて運用中 

• 総仮想マシン数：420台程度 

• 特定のEqualLogicへレプリケーション設定 

（24時間毎） 
 

• EqualLogicが原因となる障害は一切なし 
→コントローラの切り替わりも無し 

→ただし、ファームウェアアップデートのタイミング 

   が難しい 



災害対策としてのEqualLogic 

• 災害対策として”DRサイト”を国内遠隔地データセンタに構築。 

 

• EqualLogicのレプリケーション機能のみを用いて遠隔地に設置され
たEqualLogicへデータバックアップ。 

 

• 遠隔地側にも仮想環境があり、万一の際には 

サービスを立ち上げ、運用継続。 

 

• 必要なアレイ毎にレプリケーションを行うので 

仮想ホストが増加してもメンテナンスを行う必 

要が無い 

→運用負担が少ない。ミスの防止。 



導入効果・印象 

• ダンボール開封からマウントまで1時間程度 
→機器は重量がある（40kg?）ので安全面から2名程度で 
 
 

• 管理画面（グループマネージャ）を英語版で利用している
が、ほぼ不便は感じない。（firmwareは 5 系) 
→初期セットアップからアレイ作成まで最低限、数画面程度（5-10分）の遷移で終わる。
非常に簡単、短時間で設計フェーズに着手できる。 
 
 

• ライセンス管理が容易 
→レプリケーションや負荷分散などの必要な機能が全て利用可能で、追加のライセンス
購入などを計画する必要がない。 

 

• ネットワーク管理ソフトウェアを追加購入する必要がない 
→SAN監視ソフトウェアが付属。追加発注が不要。 



要望について 

• レプリケーション機能の ”1:n” 化 

 

 

• レプリケーション設定の柔軟性 

 

 

• ネットワーク設定の柔軟性 

 

 

 



要望について 

• レプリケーション機能の ”1:n” 化 
→通常のレプリケーション+DR対策と多段階の構成が行える用に、複数のレプリケーシ
ョン先を運用したい。ただし同期／非同期は問わない。 

 

• レプリケーション設定の柔軟性 
→遠隔地レプリケーションにてDC間接続の回線品質によりEqualLogicが自動的に転送
速度を落とし、1回のレプリケーションに10日程度かかる事態となった。 

DC間接続の回線を改善する事により回避したが、そもそもEqualLogicの挙動が把握出
来ない。 

 

• ネットワーク設定の柔軟性 
→グループマネージャにてiSCSIネットワークでの帯域幅をサービス毎に設定したい。 

例えば “仮想ホスト”側と”レプリケーション”側、という簡単な帯域分割でも構わない。 

 



要望について 

※ 最重要 ※ 

 

 

ファームウェアのアップデートについて 

                  ダウンタイム無しで実現してほしい!! 

 

 



要望について(その他、当社エンジニアより) 

• FWバージョンが上がる毎にグループマネージャへのログインが遅くなる 
 

• イベントログの表示画面にて、ログ量が多くなると応答速度が低下 
 

• 設定画面でタブキーを使っても次の項目へカーソルが移動しない 
 

• メンバヘルスステータスのアラート表示が地味 
 

• DIAGの機能をGUIから叩けないのか? FTPやメールで取得するのは面倒 
 

• ioDrive製品と同様のPCIeバスに接続するシリコンメディア版を希望 
→冗長構成で搭載し、片系に問題があればオンラインで交換可能!が理想 
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